
昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
七
日
受
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（
質
問
の 

三
四
） 

答

弁

第

三

四

号 
   

衆
議
院
議
員
竹
内
勝
彦
君
提
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
大
に
伴
う
廃
熱
の
も
た
ら
す
影
響
「
熱
汚
染
」
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
七
第
三
四
号 

昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
七
日 

衆

議

院

議

長 
灘 

尾 

弘 

吉 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

大 

平 

正 

芳 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
竹
内
勝
彦
君
提
出
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
大
に
伴
う
廃
熱
の
も
た
ら
す
影
響
「
熱
汚 

染
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
よ
る
気
象
へ
の
影
響
に
関
し
て
は
、
科
学
技
術
庁
の
特
別
研
究
促
進
調
整
費
に
よ
り
昭

和
五
十
二
年
度
か
ら
科
学
技
術
庁
資
源
調
査
所
及
び
運
輸
省
気
象
研
究
所
が
共
同
し
て
行
つ
て
い
る
調
査
研
究

等
が
あ
る
。 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
等
を
十
分
見
極
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

二
に
つ
い
て 

1 

御
質
問
の
気
温
の
推
移
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

2 

都
市
別
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
及
び
廃
熱
量
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
と
な
る
統
計
が
な
い
た
め
は
握
で
き 



四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

3 
御
質
問
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
の
測
定
結
果
に
関
す
る
資
料
は
な
い
。 

御
指
摘
の
地
域
の
平
均
気
温
は
、
都
市
化
の
進
ん
で
い
な
い
そ
の
周
辺
地
域
の
平
均
気
温
と
比
較
す
る
と
や

や
上
昇
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
と
い

う
現
象
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
熱
汚
染
」
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
答
弁
し
た
と
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
よ
る
気
象

へ
の
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
つ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。 

な
お
、
今
後
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
そ
の
現
象
の
成
因
等
が
複
雑
で
あ
る
た
め
、
予
測
す
る
こ
と
は
難
し 

い
。 な

い
。 

四 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

石
油
等
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
制
約
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
制
限
に
消
費
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
要
素
が
多
く
、
今
後
、
総
合
的
な

観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。 

資
源
調
査
会
の
調
査
報
告
は
、
最
近
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
増
大
傾
向
に
か
ん
が
み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
が
気
象
条
件
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
仮
定
を
置
い
て
モ
デ
ル
的
に
検
討
し
た
も
の
で
あ 

り
、
「
熱
汚
染
」
に
関
し
て
も
、
今
後
、
更
に
調
査
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

政
府
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
都
市
の
緑
化
対
策
等
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
、
都
市
に
お 

五 

 



七
に
つ
い
て 

ま
た
、
現
在
、
「
熱
供
給
事
業
法
」
に
基
づ
き
地
域
冷
暖
房
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
二
十
九
区
域
で
あ

り
、
需
要
態
様
別
に
み
る
と
住
宅
用
十
一
区
域
、
業
務
用
十
八
区
域
、
地
域
別
に
み
る
と
北
海
道
地
域
十
区 

域
、
そ
の
他
地
域
十
九
区
域
と
な
つ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
三
区
域
に
お
い
て
ご
み
焼
却
廃
熱
又
は
工
場
廃
熱
が 

け
る
気
温
の
上
昇
を
防
止
す
る
効
果
も
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
。 

工
場
等
の
廃
熱
利
用
に
関
し
て
は
、
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
、
熱
交
換
器
等
の
廃
熱
回
収
設
備
の
設
置
に
対
し
て
金

融
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
設
け
て
、
そ
の
促
進
を
図
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
成
立
し
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
の
た
め
に
工

場
等
の
事
業
者
が
、
適
確
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
の
一
つ
と
し
て
廃
熱
の
回
収
利
用
を
掲
げ
て
、

そ
の
一
層
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

六 

 



九
に
つ
い
て 

八
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

「
熱
汚
染
」
に
よ
る
障
害
が
明
ら
か
で
な
い
現
時
点
に
お
い
て
は
、
当
面
、
「
廃
熱
規
制
」
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
。 

都
市
整
備
に
当
た
つ
て
は
、
都
市
機
能
の
円
滑
化
、
土
地
の
高
度
利
用
、
防
災
性
の
向
上
、
居
住
環
境
の
保

全
又
は
改
善
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
を
図
つ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

利
用
さ
れ
て
い
る
。
地
域
冷
暖
房
は
熱
源
の
集
中
化
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化
、
大
気
汚
染
の
防

止
、
都
市
災
害
の
防
止
等
の
効
果
が
あ
る
の
で
、
今
後
と
も
そ
の
推
進
を
図
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

「
熱
汚
染
」
の
実
態
、
影
響
等
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
当
面
は
、
公
園
の
整
備
等
に
よ
る
都
市
の
緑

化
等
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。 

七 

 



       

地
球
の
温
暖
化
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
先
の
世
界
気
候
会
議
（
Ｗ
Ｃ

Ｃ
）
の
要
請
に
も
か
ん
が
み
、
我
が
国
と
し
て
も
今
後
世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
等
の
場
を
通
じ
、
こ
の
問
題

の
国
際
的
な
調
査
研
究
に
協
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

八 

 



  

九 

 




